
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　

ことを特徴とするメタリック画像付き画像表示媒体

【請求項２】
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１．被転写体上にカラー画像を形成し、
２．該カラー画像が形成された被転写体上に、透明樹脂層を画像全面に熱転写して、樹脂
保護層を形成し、
３．前記カラー画像、樹脂保護層の転写形成された被転写体上に、メタリック画像を形成
するという、上記１、２、３のステップを順に行なうメタリック画像付き画像表示媒体の
形成方法において、
ステップ２で透明樹脂層を画像全面に熱転写するための熱転写シートは、基材の少なくと
も片面にガラス転移温度が６０～１５０℃の熱可塑性樹脂を主体とする感熱転写性透明樹
脂層を有するもので、
ステップ３でメタリック画像を形成するための熱転写シートは、基材フィルムの一方の面
に耐熱層を設け、該基材フィルムの他方の面に少なくとも顔料及びガラス転移温度が６０
℃以上の熱可塑性樹脂を主体とする樹脂剥離層、金属薄膜層をこの順に形成し、該金属薄
膜層は、離型層を設けたキャリアシート上に、蒸着によりアルミニウム皮膜を形成し、該
アルミニウム皮膜をキャリアシートから剥離して、細分化されて製造されたアルミニウム
顔料と、ガラス転移温度が５０～１５０℃の熱可塑性樹脂の結着材を主体としたものを使
用して形成されたものである の形成方
法。



　前記被転写体表面の６０°、４５°、２０°鏡面光沢度が３０％以上であることを特徴
とする請求項１に記載するメタリック画像付き画像表示媒体
【請求項３】
　前記カラー画像が形成された被転写体は、基材の少なくとも片面に受容層を設けた熱転
写受像シート上に、基材フィルムの少なくとも片面に感熱転写性インク層を有する熱転写
シートから、感熱転写性インクを選択的に熱転写してカラー画像を形成したものであるこ
とを特徴とする請求項１ に記載するメタリック画像付き画像表示媒体

【請求項４】
　

ことを特徴
とするメタリック画像付き画像表示媒体。
【請求項５】
　前記カラー画像が形成された被転写体は、カラー画像が形成された面と反対側の面に、
粘着剤層と剥離シートを順次設けたシールタイプであることを特徴とする に記載
するメタリック画像付き画像表示媒体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、サーマルヘッドの加熱手段を用いる熱転写プリンターに使用される熱転写シー
トに関わり、さらに詳しくは、高輝度で明度の高いオンデマンドのメタリックカラーを有
する画像表示媒体、及びその画像表示媒体を簡便に得ることができる熱転写シートと被転
写体の組み合わせからなる熱転写記録材料を提供するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、ノンインパクトプリンティングは、電子写真複写、インクジェット記録、溶融転写
記録や昇華転写記録の熱転写記録、感熱発色記録等により、普通紙やプラスチックを基材
とした記録シートへ文字、記号や、写真画像などを出力し、ハードコピーとして広く使用
されている。また、金属光沢を有した印画物を得る方法として、金属顔料を含有するイン
キによるスクリーン印刷方法、金属転写箔による箔押し方法、金属蒸着リボン等によるサ
ーマルヘッドを用いた熱転写方式等が実用されている。その中でも、オンデマンドのメタ
リックカラーの印画物を作成する方法としては、熱転写方式が優れており、種々のアプリ
ケーションが展開されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、高輝度で明度の高いメタリックカラーの画像を有する印画物を得るには、
被転写体の表面性、基材、印画方法、印画条件、熱転写シートの層構成等のマッチングが
必要で、その組み合わせによっては、輝度が低くなったり、見る角度によっては暗く見え
たりと、意匠性等の外観が必ずしも満足する品質のものではないといった問題があった。
したがって、上記課題を解決するために、本発明の目的とするところは、高輝度で明度の
高いオンデマンドのメタリックカラー画像を有する印画物、及びその印画物を簡便に得る
ことができる熱転写シートを提供することである。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するために、本発明は、
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の形成方法。

または２ の形成方法
。

請求項１～３のいずれかに記載するメタリック画像付き画像表示媒体の形成方法により
、メタリック画像が形成された画像表面のＪＩＳ　Ｚ８７４１による６０°、４５°、２
０°鏡面光沢度が１００％以上であり、かつ明度（Ｌ *値）が２０以上である

請求項４

１．被転写体上にカラー画像を形成し、
２．該カラー画像が形成された被転写体上に、透明樹脂層を画像全面に熱転写して、樹脂
保護層を形成し、
３．前記カラー画像、樹脂保護層の転写形成された被転写体上に、メタリック画像を形成
するという、上記１～３のステップによるメタリック画像付き画像表示媒体の形成方法に



ことを特徴とする。
【０００５】
　また、前記被転写体表面の６０°、４５°、２０°鏡面光沢度が３０％以上であること
を特徴とする。
【０００６】
　前記カラー画像が形成された被転写体は、基材の少なくとも片面に受容層を設けた熱転
写受像シート上に、基材フィルムの少なくとも片面に感熱転写性インク層を有する熱転写
シートから、感熱転写性インクを選択的に熱転写してカラー画像を形成したものであるこ
とを特徴とする。
【０００７】
　

ことを特徴とする
前記カラー画像が形成された被転写体は、カラー

画像が形成された面と反対側の面に、粘着剤層と剥離シートを順次設けたシールタイプで
あることを特徴とする。
【０００９】
本発明の作用は、以下の通りである。本発明

メタリック画像が形成されてい
る画像表面のＪＩＳ　Ｚ８７４１による６０°、４５°、２０°鏡面光沢度が１００％以
上であり、かつ明度（Ｌ *値）が２０以上とすることができ、高輝度で明度の高い、耐擦
過性に優れたオンデマンドのメタリックカラー画像を有する印画物となる。
【００１０】
【発明の実施の形態】
次に、発明の実施の形態について、詳述する。
本発明におけるメタリック画像付き画像表示媒体を作製するための熱転写記録材料として
、基材フィルムの一方の面に耐熱層を設け、該基材フィルムの他方の面に少なくとも顔料
及びガラス転移温度が６０℃以上の熱可塑性樹脂を主体とする樹脂剥離層、金属薄膜層を
この順に形成した熱転写シートと、カラー画像が形成された被転写体を使用する。この熱
転写シートは被転写体にメタリック画像を形成するためのものである。そして、本発明の
メタリック画像付き画像表示媒体は、上記の熱転写記録材料の熱転写シートを画像状に加
熱することにより、予めカラー画像が形成された被転写体上に樹脂剥離層、金属薄膜層を
画像状に転写して、メタリック画像が形成される。
そのメタリック画像が形成されている画像表面のＪＩＳ　Ｚ８７４１による６０°、４５
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おいて、
ステップ２で透明樹脂層を画像全面に熱転写するための熱転写シートは、基材の少なくと
も片面にガラス転移温度が６０～１５０℃の熱可塑性樹脂を主体とする感熱転写性透明樹
脂層を有するもので、
ステップ３でメタリック画像を形成するための熱転写シートは、基材フィルムの一方の面
に耐熱層を設け、該基材フィルムの他方の面に少なくとも顔料及びガラス転移温度が６０
℃以上の熱可塑性樹脂を主体とする樹脂剥離層、金属薄膜層をこの順に形成し、該金属薄
膜層は、離型層を設けたキャリアシート上に、蒸着によりアルミニウム皮膜を形成し、該
アルミニウム皮膜をキャリアシートから剥離して、細分化されて製造されたアルミニウム
顔料と、ガラス転移温度が５０～１５０℃の熱可塑性樹脂の結着材を主体としたものを使
用して形成されたものである

前記のいずれかに記載するメタリック画像付き画像表示媒体の形成方法により、メタリ
ック画像が形成された画像表面のＪＩＳ　Ｚ８７４１による６０°、４５°、２０°鏡面
光沢度が１００％以上であり、かつ明度（Ｌ *値）が２０以上である メ
タリック画像付き画像表示媒体である。

によれば、被転写体上にカラー画像を形成し
、次に該カラー画像が形成された被転写体上に、樹脂保護層として、基材の少なくとも片
面にガラス転移温度が６０～１５０℃の熱可塑性樹脂を主体とする感熱転写性透明樹脂層
を有する熱転写シートから、透明樹脂層を画像全面に熱転写して、樹脂保護層を形成し、
次に基材フィルムの一方の面に耐熱層を設け、該基材フィルムの他方の面に少なくとも顔
料及びガラス転移温度が６０℃以上の熱可塑性樹脂を主体とする樹脂剥離層、金属薄膜層
をこの順に形成した熱転写シートを用いて、前記カラー画像、樹脂保護層の転写形成され
た被転写体上に、メタリック画像を形成することにより、



°、２０°鏡面光沢度が１００％以上であり、かつ明度（Ｌ *値）が２０以上である。
【００１１】
上記被転写体表面の６０°、４５°、２０°鏡面光沢度が３０％以上であることが望まし
い。
また、上記のカラー画像が形成された被転写体上に樹脂保護層を設けることができ、該樹
脂保護層は、基材の少なくとも片面にガラス転移温度が６０～１５０℃の熱可塑性樹脂を
主体とする感熱転写性透明樹脂層を有する熱転写シートから透明樹脂層を画像全面に熱転
写して形成する。
さらに、前記カラー画像が形成された被転写体は、カラー画像が形成された面と反対側の
面に、粘着剤層と剥離シートを順次設けたシールタイプであっても良い。
【００１２】
まず、基材フィルムの一方の面に耐熱層を設け、該基材フィルムの他方の面に少なくとも
顔料及びガラス転移温度が６０℃以上の熱可塑性樹脂を主体とする樹脂剥離層、金属薄膜
層をこの順に形成した熱転写シートの説明を以下にする。
（基材フィルム）
本発明で用いる熱転写シートの基材フィルムとしては、従来の熱転写シートに使用されて
いると同じ基材フィルムがそのまま用いることが出来ると共に、その他のものも使用する
ことが出来、特に制限されない。
好ましい基材フィルムの具体例としては、例えば、ポリエステル、ポリプロピレン、セロ
ハン、ポリカーボネート、酢酸セルロース、ポリエチレン、ポリ塩化ビニル、ポリスチレ
ン、ナイロン、ポリイミド、ポリ塩化ビニリデン、ポリビニルアルコール、フッ素樹脂、
塩化ゴム、アイオノマー等のプラスチックフィルム、コンデンサー紙、パラフィン紙等の
紙類、不織布等があり、又、これらを複合した基材フィルムであってもよい。特に好まし
い基材フィルムはポリエチレンテレフタレートフィルムである。この基材フィルムの厚さ
は、その強度及び熱伝導性が適切になるように材料に応じて適宜変更することが出来るが
、その厚さは、好ましくは、例えば、２～２５μｍである。
【００１３】
（樹脂剥離層）
上記基材フィルムの一方の表面に形成する樹脂剥離層は、熱転写時に金属薄膜層の基材フ
ィルムからの剥離性を良くし、転写後は転写画像の表面に少なくとも一部が金属薄膜層と
共に転写される。
したがって、転写画像の状態で、金属薄膜層の上に位置するため、金属薄膜層の金属光沢
を透視でき、その金属光沢性を阻害しない程度に透明性を有するものである。
【００１４】
樹脂剥離層にはメタリックカラーの着色、及び明度を上げる目的として、公知の顔料によ
るシアン、マゼンタ、イエロー、ブラック及びその他の色の色材を樹脂剥離層の透明性に
支障が出ない範囲で、混合することができる。用いられる顔料としては、公知の有機ある
いは無機の顔料を使用することができる。具体例としては、ブラック系の着色剤としては
、無機系のカーボンブラック、黒鉛、四三酸化鉄、有機系のシアニンブラック等があげら
れる。イエロー系の顔料としては、無機系の黄鉛、カドミウムイエロー、黄色酸化鉄、チ
タン黄等があげられる。また、有機系顔料としては、モノアゾ顔料として、ピグメントイ
エロー１、３、６５、７４、９８、９７、１３、１６９、ジスアゾ顔料として、ピグメン
トイエロー１２、１３、１４、１７、５５、８３等、縮合アゾ顔料として、ピグメントイ
エロー９３、９４、９５等、ベンズイミダゾロン系モノアゾ顔料として、ピグメントイエ
ロー１５４、１５１、１２０、１７５、１５６等があげられる。さらにイソインドリノン
系顔料として、ピグメントイエロー１１０、１０９、１３７、１７３等があげられる。そ
の他、スチレン系顔料であるフラバントロン（ピグメントイエロー２４）、アントラミリ
ミジン（ピグメントイエロー１０８）、フタロイルアミド型アントラキノン（ピグメント
イエロー１２３）、ヘリオファストイエロー（ピグメントイエロー９９）、金属錯体顔料
であるアゾ系ニッケル錯体顔料（ピグメントグリーン１０）、ニトロソ系ニッケル顔料（
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ピグメントイエロー１５３）、アゾメチン系銅錯体顔料（ピグメントイエロー１１７）、
さらにキノフタロン顔料であるフタルイミドキノフタロン顔料（ピグメントイエロー１３
８）等があげられる。
【００１５】
マゼンタ系顔料としては、無機系顔料としてカドミウムレッド、弁柄、銀朱、鉛丹、アン
チモン朱等があげられる。有機系顔料としては、アゾ顔料のピグメントレッド５７、５７
：１、５３：１、４８、４９、６０、６４、５１、６３、ピグメントオレンジ１７、１８
等、不溶性アゾ系（モノアゾ、ジスアゾ、縮合アゾ）として、ピグメントレッド１、２、
３、９、１１２、１１４、５、１５０、１４６、１７０、１８７、１８５、３８、１６６
、１４４、ピグメントオレンジ５、３１、３８、３６、１６、１３等があげられる。縮合
多環系顔料であるアントラキノン顔料として、ピグメントオレンジ４０、１６８、ピグメ
ントレッド１７７等があげられる。チオインジゴ系顔料として、ピグメントバイオレット
３８、３６、ピグメントレッド８８等があげられる。さらにペリレン系顔料として、ピグ
メントレッド１９０、１２３、１７９、１４９、１７８等があげられ、キナクリドン系顔
料として、ピグメントレッド１２２、２０６、２０７、ピグメントバイオレット１９等が
あげられる。シアン系顔料としては、無機系の群青、紺青、コバルトブルー、セルリアン
ブルー等があげられる。有機系顔料としては、フタロシアニン系として、ピグメントブル
ー１５、１５：１、１５：３、１７、ピグメントグリーン７、３６、ピグメントバイオレ
ット２３等があげられ、また、スチレン系顔料であるインダントロブルー（ＰＢ－６０Ｐ
、ＰＢ－２２、ＰＢ－２１、ＰＢ－６４）、塩基性染料レーキ顔料等も使用できる。これ
らの顔料は２種以上を混合して用いることができる。
【００１６】
顔料の混合比としては、熱可塑性樹脂固形分を１００とした時の重量比で１～５０重量部
の範囲が好ましく、特に５～３０重量部となるのが好ましい。用いる顔料により差はある
が、顔料が少なすぎると明度が低下し、多すぎると顔料による光散乱、吸収の為にメタリ
ック感が低下してくる。
熱可塑性樹脂としては具体的には、ガラス転移温度が６０℃以上の熱可塑性樹脂を主体と
して使用でき、アクリル樹脂、塩化ビニル－酢酸ビニル共重合樹脂、ポリエステル樹脂、
ポリオレフィン樹脂、ポリビニルアセタール樹脂、ポリビニルブチラール樹脂、ポリエチ
レン樹脂、ポリカーボネート樹脂、ポリアリレート樹脂、ポリスチレン樹脂、スチレンー
アクリル共重合樹脂、セルロース樹脂、ポリビニルアルコール樹脂、ポリアミド樹脂、ポ
リイミド樹脂、ノルボルネン樹脂、及び例示した樹脂の混合物、共重合物、変性体等が挙
げられる。
中でも特に、アクリル樹脂、ポリオレフィン樹脂、塩化ビニル－酢酸ビニル共重合樹脂、
ポリエステル樹脂等やこれらの混合物は、耐熱性、透明性、基材フィルム側との離型性、
印字時の箔切れ性等から好ましい。
樹脂剥離層の厚みは、通常は、固形分の塗工量で０．１～５．０ｇ／ｍ 2程度、より好ま
しくは０．３～１．０ｇ／ｍ 2の範囲で設ける。また、例えば、厚みが０．１ｇ／ｍ 2未満
では剥離層としての剥離機能が安定せず、５．０ｇ／ｍ 2を超えると、印字時の箔切れが
悪くなり、ハーフトーンの記録が難しくなる。
【００１７】
（金属薄膜層）
金属薄膜層は、熱転写シートから被転写体へ転写されて、被転写体にメタリック画像の優
れた金属光沢性をもたせるものである。
この金属薄膜層は、アルミニウム顔料をバインダー中に分散させた塗工層で形成すること
ができる。
金属顔料をバインダー中に分散させて、塗工して金属薄膜層を形成する場合、樹脂やワッ
クスまたはその混合物からなるバインダーと、金、銀、銅、アルミニウム、クロム等の金
属又は合金の粉末である金属顔料を主成分として構成される。バインダーに用いる樹脂と
しては、塩化ビニル－酢酸ビニル共重合体、エチレン－酢酸ビニル共重合体、エチレン－

10

20

30

40

50

(5) JP 4028271 B2 2007.12.26



アクリル酸共重合体等のポリオレフィン系樹脂、ポリアミド系樹脂、ポリエステル系樹脂
、エポキシ系樹脂、ポリウレタン系樹脂、アクリル系樹脂、ポリ塩化ビニル系樹脂、ポリ
酢酸ビニル系樹脂、石油系樹脂、フェノール系樹脂、ポリスチレン系樹脂等が挙げられる
。バインダーに用いるワックスとしては、マイクロクリスタリンワックス、カルナウバワ
ックス、パラフィンワックス、フィッシャートロプシュワックス、各種低分子量ポリエチ
レン、木ロウ、ミツロウ、鯨ロウ、イボタロウ、羊毛ロウ、セラックワックス、キャンデ
リラワックス、ペトロラクタム、一部変性ワックス、脂肪酸エステル、脂肪酸アミド等、
種々のワックスが挙げられる。
上記のバインダーの中でも、ガラス転移温度が５０～１５０℃の熱可塑性樹脂を用いるこ
とが、金属薄膜層の転写性、膜強度等の点で優れているために、好ましい。
【００１８】
金属顔料としては、色調や光沢性の点からアルミニウム顔料が好ましい。また、そのアル
ミニウム顔料は、離型層を設けたキャリアシート上に、蒸着によりアルミニウム皮膜を形
成し、該アルミニウム皮膜をキャリアシートから剥離して、細分化されて製造されたもの
を用いることが、金属光沢性に優れ、明度が高い画像形成に優れているため、特に好まし
い。上記のように製造されるアルミニウム顔料は、鱗片状のものであり、その蒸着厚さは
０．０１～０．１μｍ程度であり、平均粒子厚み（短径）が０．０１～０．２μｍ、平均
粒子径（長径）が１～１００μｍ程度の大きさで、表面を樹脂等で処理してあっても良い
。上記のような製法で製造された鱗片状アルミ顔料は、従来のアルミペーストに比べアル
ミ顔料表面の光沢性がアルミ蒸着膜と同等で有るため、アルミ蒸着膜に近い輝度が得られ
る。さらに、その皮膜は顔料間の不連続相を有するため、皮膜が連続相となる蒸着皮膜に
比べて光の乱反射性を有し、明るさを付与することが可能となる。
【００１９】
また、これらの金属顔料の粒径及び添加量は、印字画像の隠蔽性、転写感度、輝度等を考
慮して任意に選択することができる。金属顔料は平均粒子径が大きくなるに従い輝度は増
すが、転写性が低下してくる。逆に平均粒子径が小さくなると、低エネルギーでの印字が
可能となるが輝度が低下してくるといった問題がある。
したがって、平均粒子径は１～１００μｍが好ましく、特に１～５０μｍが好ましい。１
μｍ以下の場合輝度低下の問題があるし、５０μｍ以上の場合、転写性が低下してくる。
金属薄膜層中の含有量は、バインダー１００重量部に対し１０～５００重量部の割合で含
有されるのが好ましく、特に２５～２００重量部が好ましい。１０部未満の場合、隠蔽性
を確保するために厚膜とする必要があり印字時の箔切れ性や、転写感度が低下するといっ
た問題が出てくる。５００部を越えて含有する場合、被転写紙への定着性が低下してくる
といった問題が出てくる。
【００２０】
また、金属薄膜層中には金属顔料とバインダーと必要に応じて、分散剤や沈降防止剤等の
添加剤を加えることができる。これらの物質を添加することにより、金属薄膜層中での金
属顔料の分散性が向上し、印字物の輝度を効果的に向上させることができる。金属薄膜層
の形成は、上記金属薄膜層組成物を用いて、ホットメルトコート、ホットラッカーコート
、グラビアダイレクトコート、グラビアリバースコート、ナイフコート、エアコート、ロ
ールコート法等により、行なうことができる。金属薄膜層の厚みは、隠蔽性や転写感度を
考慮して任意に選択することができるが、０．１～５．０ｇ／ｍ 2特に好ましくは０．２
～２．０ｇ／ｍ 2である。０．１ｇ／ｍ 2以下の場合、隠蔽性低下の問題があるし、５．０
ｇ／ｍ 2以上の場合、転写感度、箔切れ性低下の問題がある。
【００２１】
本発明における熱転写シートは、基材フィルムの一方の面に耐熱層を設け、該基材フィル
ムの他方の面に少なくとも顔料及びガラス転移温度が６０℃以上の熱可塑性樹脂を主体と
する樹脂剥離層、金属薄膜層をこの順に形成した構成で、金属薄膜層が、離型層を設けた
キャリアシート上に、蒸着によりアルミニウム皮膜を形成し、該アルミニウム皮膜をキャ
リアシートから剥離して、細分化されて製造されたアルミニウム顔料と、ガラス転移温度
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が５０～１５０℃の熱可塑性樹脂の結着材を主体としたものである。この熱転写シートを
用いることにより、被転写体に樹脂剥離層とともに金属薄膜層を転写して、被転写体にメ
タリック画像を形成し、その画像表面のＪＩＳ　Ｚ８７４１による６０°、４５°、２０
°鏡面光沢度が１００％以上であり、かつ明度（Ｌ *値）が２０以上に設定させるもので
ある。
【００２２】
上記に説明した熱転写シートの金属薄膜層の上に接着層を設けて、被転写体への転写感度
、被転写体への接着性を向上させることができる。
接着層は、従来公知の種々の熱可塑性樹脂を主成分として構成される
熱可塑性樹脂として、例えば、エチレン－酢酸ビニル共重合体（ＥＶＡ）、エチレン－ア
クリル酸エステル共重合体（ＥＥＡ）、ポリエステル樹脂、ポリエチレン、ポリスチレン
、ポリプロピレン、ポリブデン、石油樹脂、塩化ビニル樹脂、塩化ビニル－酢酸ビニル共
重合体、ポリビニルブチラール、ポリ酢酸ビニル、やこれらの変性物、混合物等が挙げら
れる。特に従来感熱接着剤として使用されているガラス転移温度が６０～１５０℃のもの
が好ましい。
また、転写感度を高める為に、接着層に前記のごときワックス成分を被転写体への接着性
を著しく低下させない範囲で添加することも可能であるし、得られる熱転写シートをロー
ル状に巻き取った時にブロッキングを防止するために、ワックス類、高級脂肪酸のアミド
、エステル及び塩、フッ素樹脂や無機物質の粉末のようにブロッキング防止剤を添加する
こともできる。
【００２３】
接着層の形成は、上記の熱可塑性樹脂と添加剤をホットメルトコートまたは適当な有機溶
剤または水に溶解または分散した接着層形成用塗工液を、従来公知のホットメルトコート
、ホットラッカーコート、グラビアダイレクトコート、グラビアリバースコート、ナイフ
コート、エアコート、ロールコート等の方法により、乾燥状態で厚さ０．０５～５．０ｇ
／ｍ 2、特に好ましくは０．１０～２．０ｇ／ｍ 2設けるものである。
乾燥塗膜の厚さが、０．０５ｇ／ｍ 2未満の場合、被転写体への転写感度、接着性の向上
といった効果がほとんど得られない。また、厚さが５．０ｇ／ｍ 2を越えた場合、印字時
の転写感度や箔切れ性が低下し、満足のいく印字品質が得られなくなってくる。
【００２４】
（耐熱層）
また、本発明においては、サーマルヘッドに接する側の表面に、サーマルヘッドの滑り性
を良くし、かつスティッキングを防止するために、基材フィルム上に耐熱層を設けること
が好ましい。耐熱層は、耐熱性のある樹脂と熱離型剤または滑剤の働きをする物質とを基
本的な構成成分とする。
このような耐熱層を設けることによって、熱に弱いプラスチックフィルムを基材とした熱
転写シートにおいても、スティッキングが起こることなく熱印字が可能であって、プラス
チックフィルムの持つ切れにくさ、加工のし易さ等のメリットが生かせる。
【００２５】
この耐熱層は、バインダー樹脂に滑り剤、界面活性剤、無機粒子、有機粒子、顔料等を添
加したものを、好適に使用し、形成される。
耐熱層に使用されるバインダー樹脂は、例えば、エチルセルロース、ヒドロキシエチルセ
ルロース、ヒドロキシプロピルセルロース、メチルセルロース、酢酸セルロース、酢酪酸
セルロース、硝化綿などのセルロース系樹脂、ポリビニルアルコール、ポリ酢酸ビニル、
ポリビニルブチラール、ポリビニルアセタール、ポリビニルピロリドン、アクリル樹脂、
ポリアクリルアミド、アクリロニトリル－スチレン共重合体などのビニル系樹脂、ポリエ
ステル樹脂、ポリウレタン樹脂、シリコーン変性またはフッ素変性ウレタン樹脂などが、
あげられる。
【００２６】
これらのなかで、数個の反応性基、例えば、水酸基を有しているものを使用し、架橋剤と
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して、ポリイソシアネートなどを併用して、架橋樹脂を使用することが好ましい。
耐熱層を形成する手段は、上記のごとき、バインダー樹脂に滑り剤、界面活性剤、無機粒
子、有機粒子、顔料等を添加した材料を、適当な溶剤中に溶解または分散させて、塗工液
を調製し、この塗工液をグラビアコーター、ロールコーター、ワイヤーバーなどの慣用の
塗工手段により、塗工し、乾燥するものである。
耐熱層の厚さは、乾燥状態で、０．０１～３ｇ／ｍ 2程度が好ましい。
【００２７】
（被転写体）
本発明で使用する被転写体は、被転写体表面の６０°、４５°、２０°鏡面光沢度が３０
％以上であれば、合成紙（ポリオレフィン系、ポリスチレン系等）、上質紙、アート紙、
コート紙、キャストコート紙、壁紙、裏打ち用紙、合成樹脂又はエマルジョン含浸紙、合
成ゴムラテックス含浸紙、合成樹脂内添紙、板紙等のセルロース繊維紙、ポリオレフィン
、ポリスチレン、ポリカーボネート、ポリエチレンテレフタレート、ポリ塩化ビニル、ポ
リメタクリレート等の各種のプラスチックフィルムまたはシート等が使用できる。また、
これらの合成樹脂に白色顔料や充填剤を加えて成膜した白色不透明フィルム、あるいは基
材内部に微細空隙（ミクロボイド）を有するフィルム等も使用でき、特に限定されない。
また、上記材料の任意の組合せによる積層体も使用できる。但し、被転写体表面に後述す
る受容層等を形成する場合に、被転写体上の受容層等を含めたメタリック画像の形成され
る面において、６０°、４５°、２０°鏡面光沢度が３０％以上である。
また上記被転写体の基材の裏面に粘着剤層を設ける等の粘着加工を施し、離型シートと貼
り合せた、いわゆるラベルを被転写体として使用することもできる。
上記の被転写体の厚さは、１０～２００μｍ程度のものが用いられる。
【００２８】
本発明の被転写体は、基材フィルムの一方の面に耐熱層を設け、該基材フィルムの他方の
面に樹脂剥離層、金属薄膜層をこの順に形成した熱転写シートでメタリック画像を形成す
る前に、予めカラー画像と必要に応じて樹脂保護層が形成されている。
そのカラー画像が形成された被転写体は、基材の少なくとも片面に受容層を設けた熱転写
受像シート上に、基材フィルムの少なくとも片面に感熱転写性インク層を有する熱転写シ
ートから、感熱転写性インクを選択的に熱転写してカラー画像を形成したものが使用でき
る。あるいは、カラー画像が形成された被転写体は、基材上に感熱発色層を有する感熱記
録媒体を選択的に感熱発色してカラー画像を形成したものも使用可能である。
【００２９】
また、前記カラー画像が形成された被転写体は、基材の少なくとも片面に水性インク受容
層を設けたインクジェット受像シート上に、水性インクを選択的に噴射してカラー画像を
形成したものが使用できる。
前記カラー画像が形成された被転写体は、基材の少なくとも片面に、トナー定着性をもた
せた受容層を設けた電子写真用受像シートに、トナーを選択的に付与し、定着させてカラ
ー画像を形成したものが使用できる。
被転写体上に設ける受容層は、被転写体上に直接または、プライマー層を介して、形成さ
れる。受容層は溶融転写や昇華転写の感熱転写記録、インクジェット記録、電子写真記録
等の各記録方式の違いにより、受容層の構成が異なる。
本発明の画像表示媒体は、被転写体上にカラー画像及び樹脂保護層が予め形成されていて
、さらに被転写体のカラー画像及び樹脂保護層の形成された同一面に、樹脂剥離層、金属
薄膜層が転写されてメタリック画像を有するものである。本発明の画像表示媒体は、カラ
ー画像の形成、必要に応じて樹脂保護層の形成、さらにメタリック画像の形成が必要であ
り、同一の画像形成プリンタで上記３つの画像形成プロセスが実施できる、サーマルヘッ
ドを使用した熱転写記録方式の画像形成方法が好ましく用いられる。
【００３０】
溶融転写記録と昇華転写記録の受容層は、加熱により熱転写シートから転写される色材を
受容する働きを有するもので、特に、色材が昇華性染料の場合には、それを受容し、発色
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させると同時に、一旦受容した染料を再昇華させないことが望まれる。この受容層は、受
容層樹脂を主体として構成される。受容層樹脂は、例えば、エステル結合を有する樹脂、
ウレタン結合を有する樹脂、アミド結合を有する樹脂、尿素結合を有する樹脂、その他極
性の高い結合を有する樹脂、あるいは、これらの混合物や共重合体樹脂など、多くの樹脂
を使用できる。この受容層は、上記の樹脂に有機または無機の充填剤などを必要に応じて
、添加することができる。さらに、昇華転写記録の場合、熱転写シートとの熱離型性を向
上させるため、離型剤を添加することができる。溶融転写記録と昇華転写記録の受容層の
厚みは、乾燥時で通常０．１～１０μｍである。
【００３１】
インクジェット記録の受容層は、大別すると、２種の受容層があり、１つは、親水性樹脂
と無機微粒子と充填剤とを主体に構成されるもの、他の１つは、水溶性高分子樹脂と水不
溶性高分子樹脂の混合物を主体に構成するものである。親水性樹脂と無機微粒子と充填剤
とを主体に構成するものは、親水性樹脂として、少なくとも常温では水に不溶であるがイ
ンキ透過性を有する樹脂である。このような樹脂としては、例えば、ポリビニルアセトア
セタール、ポリビニルブチラールなどのポリビニルアセタール系樹脂、アクリル酸、メタ
クリル酸あるいはそれらのエステル類などから合成される親水性アクリル樹脂、水性ポリ
エステル樹脂などがあげられる。また、上記の受容層の無機微粒子は、コロイダルシリカ
などで知られる無水ケイ酸、含水ケイ酸、含水ケイ酸カルシウム、含水ケイ酸アルミニウ
ムなどのホワイトカーボン、アルミナゾルなどがあげられる。また、上記の受容層の充填
剤は、シリカ、クレー、炭酸カルシウム、硫酸バリウム、アルミナホワイト、水酸化アル
ミニウム、クレー、タルク、ベントナイト、酸化チタンなどの無機粒子、あるいはポリメ
タクリル酸メチル、ポリスチレン、フッ素樹脂などのビニル系樹脂、ポリエチレン、ポリ
プロピレンなどのポリオレフィン系樹脂、ポリアミドなどの熱可塑性樹脂、ポリベンゾグ
アナミン樹脂、尿素樹脂などの熱硬化性樹脂からなる有機微粒子などがあげられる。
【００３２】
インクジェット記録の受容層の水溶性高分子樹脂と水不溶性高分子樹脂の混合物を主体に
構成したものは、水溶性高分子樹脂として、常温で水に可溶な高分子を意味し、例えば、
ポリアクリル酸、ポリメタアクリル酸またはそのエステル、塩類およびそれらの共重合体
、ポリヒドロキシエチル、メタアクリレートおよびその共重合体、デンプン類、ポリビニ
ルピロリドン、ポリビニルアルコール、ポリエチレングリコール、メチルセルロース、ヒ
ドロキシエチルセルロースなどのセルロース誘導体などの水溶性高分子を好ましく用いる
ことができる。また、水不溶性高分子樹脂とは、皮膜形成後に常温の水に不溶である高分
子を意味し、常温の水に膨潤することはかまわない。水不溶性高分子樹脂は、水溶性高分
子樹脂が流動しないように固定する作用を奏し、インキの皮膜上での偏在を防止するもの
である。水不溶性高分子樹脂は、水分散タイプ、または水溶性タイプの高分子樹脂である
。また、アルコール可溶性の高分子樹脂でもよい。例えば、水分散型ポリエステル共重合
体、水分散型アクリル共重合体、水分散型ポリウレタン、メトキシメチル化ナイロン樹脂
、セルロースエステル類などがあげられる。
上記の大別される２種類のインクジェット記録の受容層の厚みは、いずれも乾燥時で１～
５０μｍ、好ましくは５～２５μｍである。
【００３３】
電子写真記録では、受容層を形成する樹脂として、ポリエチレン、ポリプロピレン等のポ
リオレフィン樹脂、ポリ塩化ビニル、ポリ塩化ビニリデン、ポリ酢酸ビニル、塩化ビニル
／酢酸ビニル共重合体、ポリアクリル酸エステル、ポリエチレンテレフタレート、ポリブ
チレンテレフタレート、ポリスチレン系樹脂、ポリアミド系樹脂、エチレンやプロピレン
等のオレフィンと他のビニルモノマーとの共重合体、アイオノマー、エチルセルロース、
酢酸セルロース等のセルロース系樹脂、ポリカーボネート樹脂等があげられ、特に好まし
いのは、ビニル系樹脂、ポリエステル系樹脂、塩化ビニル／酢酸ビニル共重合体樹脂であ
る。受容層の厚さは、乾燥状態で通常０．１～１０μｍである。
【００３４】
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カラー画像の形成された被転写体が、基材上に感熱発色層を有する感熱記録媒体を選択的
に感熱発色させたものの場合、例えば、富士写真フィルム株式会社から提供している、感
熱感光記録方式のＴＡ（サーモオートクローム）紙を用いることができる。これは染料前
駆体であるジアゾニウム塩を内包させた熱応答性カプセルを熱で制御することで、内包物
とカプセル外に準備された顕色剤、有機塩基化合物との接触を制御、すなわち、反応を制
御し、染料の形成を制御するものである。つぎに紫外線を照射することで染料前駆体を分
解し、カプラーとの反応によって発色しなくすることで定着するものである。フルカラー
を得るために熱応答性カプセルとジアゾニウム塩に工夫がなされたものである。
【００３５】
本発明で使用する被転写体には、樹脂保護層が形成されているが、この樹脂保護層は上記
に説明したカラー画像上に設けて、カラー画像の耐擦過性等の耐久性を向上させるもので
ある。この樹脂保護層は基材の少なくとも片面に感熱転写性透明樹脂層を有する熱転写シ
ートから透明樹脂層を画像上に熱転写して形成することが好ましい。
樹脂保護層を構成する樹脂としては、例えば、ポリオレフィン樹脂、ポリスチレン樹脂、
アクリル樹脂、塩化ビニル－酢酸ビニル共重合樹脂、ポリエステル樹脂、ポリウレタン樹
脂、アクリルウレタン樹脂、これらの各樹脂をシリコーン変性させた樹脂、これらの各樹
脂の混合物、電離放射線硬化性樹脂、紫外線遮断性樹脂等を例示することができる。
【００３６】
紫外線遮断性樹脂を含有する樹脂保護層は、画像形成物に特に耐光性を付与することが可
能である。紫外線遮断性樹脂としては、例えば、反応性紫外線吸収剤を熱可塑性樹脂又は
上記の電離放射線硬化性樹脂に反応、結合させて得た樹脂を使用することができる。より
具体的には、サリシレート系、ベンゾフェノン系、ベンゾトリアゾール系、置換アクリロ
ニトリル系、ニッケルキレート系、ヒンダートアミン系のような従来公知の非反応性の有
機系紫外線吸収剤に、付加重合性二重結合（例えばビニル基、アクリロイル基、メタアク
リロイル基など）、アルコール性水酸基、アミノ基、カルボキシル基、エポキシ基、イソ
シアネート基のような反応性基を導入したものを例示することができる。
上記の樹脂保護層の中でも、被転写体への転写性、保護層としての耐擦過性等の耐久性付
与の点から、ガラス転移温度が６０～１５０℃の熱可塑性樹脂を主体に用いることが望ま
しい。樹脂保護層は、その保護層形成用樹脂の種類にもよるが、通常は０．５～１０μｍ
程度の厚さに形成する。
【００３７】
【実施例】
次に実施例及び比較例をあげて、本発明を更に具体的に説明する。尚、文中、部又は％と
あるのは、特に断りのない限り質量基準である。
（実施例１）
基材フィルムとして、厚さ６．０μｍのポリエチレンテレフタレートフィルムの一方の面
に、下記組成の樹脂剥離層用塗工液をグラビアコーティングにより、乾燥塗布量が０．５
ｇ／ｍ 2になるように塗布、乾燥して樹脂剥離層を形成する。さらに、その樹脂剥離層の
上に、下記組成の金属薄膜層用塗工液をグラビアコーティングにより、乾燥塗布量が０．
５ｇ／ｍ 2になるように塗布、乾燥して金属薄膜層を形成し、熱転写シートを作製する。
尚、上記の基材フィルムの他方の面に、予め下記組成の耐熱層用塗工液をグラビアコーテ
ィングにより、乾燥塗布量が０．３ｇ／ｍ 2になるように塗布、乾燥して、耐熱層を形成
しておく。
【００３８】
［樹脂剥離層用塗工液］
赤顔料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５部
（Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１２２）
アクリル樹脂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０部
（三菱レイヨン（株）製、商品名：ＢＲ－８７）
塩化ビニル酢酸ビニル共重合樹脂　　　　　　　　　　　　　　　　１０部
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分散剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５部
トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３５部
メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３５部
【００３９】
［金属薄膜層用塗工液］
リーフィング型アルミニウム粉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４部
（ＡＶＥＲＹ　ＤＥＮＮＩＳＯＮ製、商品名：Ｍｅｔａｌｕｒｅ）
アクリル樹脂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６部
（三菱レイヨン（株）製、商品名：ＢＲ－７５）
酢酸エチル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０部
イソプロピルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０部
トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０部
【００４０】
［耐熱層用塗工液］
スチレンアクリロニトリル共重合体樹脂　　　　　　　　　　　　　　１１部
線状飽和ポリエステル樹脂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３部
ジンクステアリルホスフェート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６部
メラミン樹脂粉末　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３部
メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８０部
【００４１】
被転写体として、フィルム基材として、厚さ１２５μｍの白色ポリエチレンテレフタレー
トフィルムを用い、その一方の面に下記組成の受容層用塗工液をグラビアコーティングに
より、乾燥塗布量が３．０ｇ／ｍ 2になるように塗布、乾燥して受容層を形成した。
得られた被転写体表面のＪＩＳ　Ｚ８７４１による６０°、４５°、２０°鏡面光沢度は
３０％以上であった。
［受容層用塗工液］
塩化ビニル酢酸ビニル共重合樹脂　　　　　　　　　　　　　　　　３０部
シリコーンオイル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．５部
トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３５部
メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３５部
【００４２】
上記のように受容層を設けた被転写体に対し、イエロー、マゼンタ、シアンの各染料層を
有する昇華転写用の熱転写シートを用いて、サーマルヘッドを有する昇華型熱転写プリン
タでフルカラーの画像を形成した。
また、厚さ４．５μｍのポリエチレンテレフタレートフィルムの基材フィルムの一方の面
に、上記で使用した耐熱層用塗工液で、グラビアコーティングにより、乾燥塗布量が０．
３ｇ／ｍ 2になるように塗布、乾燥して、耐熱層を形成しておく。その基材フィルムの他
方の面に、下記組成の離型層をグラビアコーティングにより、乾燥塗布量が１．０ｇ／ｍ
2になるように塗布、乾燥して離型層を形成し、さらに離型層の上に、下記組成の樹脂保
護層用塗工液をグラビアコーティングにより、乾燥塗布量が１．０ｇ／ｍ 2になるように
塗布、乾燥して樹脂保護層を形成した。
【００４３】
［離型層用塗工液］
塩化ビニル酢酸ビニル共重合樹脂　　　　　　　　　　　　　　　　１５部
シリコーン変性アクリル樹脂　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５部
トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３５部
メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３５部
【００４４】
［樹脂保護層用塗工液］
アクリル樹脂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０部
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トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３５部
メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３５部
【００４５】
上記のように用意した樹脂保護層を設けた熱転写シートを用いて、予めカラー画像の形成
された被転写体のカラー画像全面に樹脂保護層を、上記と同じ熱転写プリンタを用いて、
熱転写した。
次に、以上のカラー画像及び樹脂保護層が形成された被転写体上に、上記に用意した金属
薄膜層を有する熱転写シートを用いて、上記と同じ熱転写プリンタを用いて、カラー画像
の上を含めて、被転写体上にメタリック画像を転写した。
その結果、高輝度で明度の高いオンデマンドのピンク色のメタリックカラー画像を有する
画像表示媒体を得ることができた。この画像表示媒体のメタリック画像が形成されている
画像表面のＪＩＳ　Ｚ８７４１による６０°、４５°、２０°鏡面光沢度が１００％以上
であり、かつ明度（Ｌ *値）が２０以上であった。
尚、６０°、４５°、２０°鏡面光沢度と、明度（Ｌ *値）の詳細データは表１の通りで
ある。
【００４６】
（実施例２）
上記の実施例１で使用した樹脂剥離層を下記組成に変更し、グラビアコーティングにより
、乾燥塗布量が０．５ｇ／ｍ 2になるように塗布形成し、金属薄膜層上に下記組成の接着
層をグラビアコーティングにより、乾燥塗布量が０．３ｇ／ｍ 2になるように塗布形成し
た他は実施例１と同様にして、熱転写シートを作製した。
［樹脂剥離層用塗工液］
青顔料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５部
（Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　１５：６）
アクリル樹脂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０部
（三菱レイヨン（株）製、商品名：ＢＲ－８７）
塩化ビニル酢酸ビニル共重合樹脂　　　　　　　　　　　　　　　　１０部
分散剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５部
トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３５部
メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３５部
【００４７】
［接着層用塗工液］
ポリエステル樹脂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０部
（東洋紡績（株）製、商品名：バイロン７００）
トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３５部
メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３５部
【００４８】
また、上記に用意した熱転写シートと、実施例１で使用したカラー画像及び樹脂保護層が
形成された被転写体を用いて、実施例１と同様にカラー画像の上を含めて、被転写体上に
メタリック画像を転写した。
その結果、高輝度で明度の高いオンデマンドの青色のメタリックカラー画像を有する画像
表示媒体を得ることができた。この画像表示媒体のメタリック画像が形成されている画像
表面のＪＩＳ　Ｚ８７４１による６０°、４５°、２０°鏡面光沢度が１００％以上であ
り、かつ明度（Ｌ *値）が２０以上であった。
尚、６０°、４５°、２０°鏡面光沢度と、明度（Ｌ *値）の詳細データは表１の通りで
ある。
【００４９】
（比較例１）
上記の実施例１で使用した耐熱層付き基材フィルムと同じものに、下記組成の樹脂剥離層
用塗工液をグラビアコーティングにより、乾燥塗布量が０．５ｇ／ｍ 2になるように塗布
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、乾燥して樹脂剥離層を形成する。さらに、その樹脂剥離層の上に、真空蒸着法により膜
厚３５０Åのアルミ蒸着層で金属薄膜層を形成した。次に、その金属薄膜層の上に、実施
例２と同じ接着層用塗工液をグラビアコーティングにより、乾燥塗布量が０．３ｇ／ｍ 2

になるように塗布、乾燥して接着層を形成して、熱転写シートを作製した。
［樹脂剥離層用塗工液］
赤染料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３部
アクリル樹脂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０部
（三菱レイヨン（株）製、商品名：ＢＲ－８７）
トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０部
メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０部
【００５０】
また、上記に用意した熱転写シートと、実施例１で使用したカラー画像及び樹脂保護層が
形成された被転写体を用いて、実施例１と同様にカラー画像の上を含めて、被転写体上に
メタリック画像を転写した。
その結果、高輝度ではあるが、見る角度によっては暗い印象のあるオンデマンドの青色の
メタリックカラー画像を有する画像表示媒体となった。この画像表示媒体のメタリック画
像が形成されている画像表面のＪＩＳ　Ｚ８７４１による６０°、４５°、２０°鏡面光
沢度が１００％以上であったが、明度（Ｌ *値）は３であった。尚、６０°、４５°、２
０°鏡面光沢度と、明度（Ｌ *値）の詳細データは表１の通りである。
【００５１】
尚、各実施例及び比較例におけるメタリック画像付き画像表示媒体における６０°、４５
°、２０°鏡面光沢度と、明度（Ｌ *値）は下記条件にて測定した。
・鏡面光沢度
日本電色工業（株）製
ＧＬＯＳＳ　ＭＥＴＥＲ　ＶＧＳ－１００１ＤＰ（ＪＩＳ－Ｚ８７４１（１９８３）に準
拠）
・明度（Ｌ *値）
ミノルタ（株）製
色彩色差計　ＣＲ－２２１（ＪＩＳ－Ｚ８７２２定義の４５－０方に準拠）
【００５２】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００５３】
【発明の効果】
　以上説明したように、本発明によれば、
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被転写体上にカラー画像を形成し、次に該カラ
ー画像が形成された被転写体上に、樹脂保護層として、基材の少なくとも片面にガラス転
移温度が６０～１５０℃の熱可塑性樹脂を主体とする感熱転写性透明樹脂層を有する熱転
写シートから、透明樹脂層を画像全面に熱転写して、樹脂保護層を形成し、次に基材フィ
ルムの一方の面に耐熱層を設け、該基材フィルムの他方の面に少なくとも顔料及びガラス
転移温度が６０℃以上の熱可塑性樹脂を主体とする樹脂剥離層、金属薄膜層をこの順に形



メタリック画像が形成されている画像表面の
ＪＩＳ　Ｚ８７４１による６０°、４５°、２０°鏡面光沢度が１００％以上であり、か
つ明度（Ｌ *値）が２０以上とすることができ、高輝度で明度の高い、耐擦過性に優れた
オンデマンドのメタリックカラー画像を有する印画物となった。

(14) JP 4028271 B2 2007.12.26

成した熱転写シートを用いて、前記カラー画像、樹脂保護層の転写形成された被転写体上
に、メタリック画像を形成することにより、
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